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　２月 15 日（土）～ 19 日（水）に行われる「第 67 回鹿児島県下一周市郡対抗駅伝競走大会」。

今年の肝属チームは社会人 13 人、大学生４人、高校生 13 人の計 30 人の選手と吉
よし

田
だ

幸
こう

三
ぞう

監

督をはじめとするコーチ・スタッフ７人で構成されます。昨年の肝属チームの総合順位は５

位。今年は昨年果たせなかった８年ぶりのＢクラス優勝と郷土入りする第４日目の日間優勝を

目標に掲げています。主将を務める橋
はし

口
ぐち

俊
とし

彦
ひこ

選手は「昨年よりチーム力の底上げができている。

53 区間（584.1km）をチーム一丸となって全力で走りきり、肝属地域の方に元気を与えたい」

と抱負を語ります。肝属を代表して力走する選手たちに熱い声援をよろしくお願いします！

熱い走りで肝属に元気を与える！
スポットライトSPOT 
LIGHT
スポットライト

12 月 15 日に行われた選考会の様子。激しい競
争を勝ち抜いた選手が登録を勝ち取りました。

弓道で心身を鍛錬する
　現代では鳥獣を捕獲するための道具の一つとして主に猟銃が
使われていますが、鉄砲が伝来するまでは、弓矢などが使われ
ていたとされます。表紙は市弓道場で開催された新年射

しゃ

会
かい

の様
子。昔の狩猟道具は、一連の所作を通して心身を鍛錬する弓道
という日本の武道として、幅広い世代に受け継がれています。
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